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 吹奏楽部の第 10 回定期演奏会は１月 23 日、金沢市文
化ホールで開かれました。映画音楽やアニメのテーマソン

グなど、弾むように軽快なリズムの曲が次々と披露される

と、会場の聴衆も手拍子を交えて一体で楽しみました。 

 

美
術
文
化
学
部
美
術
工
芸
学
科
の
卒

業
制
作
・
修
了
制
作
単
位
認
定
審
査
会

は
一
月
三
十
一
日
、
６
号
館
で
行
わ
れ
、

学
部
生
十
八
人
、
専
攻
科
生
八
人
の
計

二
十
六
人
が
、
日
本
画
、
洋
画
、
陶
芸
、

漆
芸
の
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
受
け
ま

し
た
。 

 

制
作
し
た
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
作
品
の

狙
い
や
苦
労
し
た
点
な
ど
を
説
明
し
た

あ
と
、
教
員
が
構
図
や
形
、
仕
上
が
り

具
合
な
ど
に
つ
い
て
優
れ
た
点
、
修
正

す
べ
き
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

審
査
の
結
果
、
単
位
認
定
さ
れ
た
作

品
は
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
金
沢
市
民
芸
術
村
で
行
わ
れ
る
第

二
回
美
術
文
化
学
部
卒
業
制
作
展
で
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
、
映
像

作
品
な
ど
と
一
緒
に
披
露
さ
れ
ま
す
。 

は
る
か
な
国
の 

友
と
交
流
の
輪 

文
学
部
留
学
生
と
語
る
会 

 

文
学
部
の
第
十
二
回
留
学

生
と
語
る
会
は
二
月
十
日
、

３
号
館
で
あ
り
、
学
生
は
ド 

 
模擬面接に臨む短大学生＝４号館 

 

卒
業
生
、
修
了
生
の
作
品
を
審
査

し
た
単
位
認
定
会
＝
６
号
館 

門出の春へ卒業制作の関門 
美術工芸学科が単位認定審査会 

 

春気  春光  春思  春宵  春風  春望  春芳  春眠  陽春  新春  青春  春陽  春容 

 

 華道部の第 15回卒業作品展は 2月 11日と 12日、金沢
全日空ホテル１階ロビーで行われました。早春の香り漂う

赤や黄の色鮮やかな花々をあしらった作品が、会場に華や

かな雰囲気を醸し出し、ホテル利用客の目を引きました。 

 邦楽部の第 29回演奏会は昨年 11月 27日、石川県教育
会館で開かれました。「吉野山、春の園」など、一足早く

新春の薫りを漂わせる曲を披露し、箏や尺八の典雅な音色

が訪れた人たちを魅了しました。 

 演劇集団 Roughの第７回公演「14歳の国」は昨年
11月 13日、金沢市立泉野図書館で行われ、中学校の
教室を舞台に、5 人の教師が生徒不在中に繰り広げる
騒動を通じて、少年犯罪を考える一石を投じました。 

スプリングの効いたリズムで会場一体 
吹奏楽部第 10回定期演奏会 

 

早
春
の
香
り
漂
う 

花
々
色
鮮
や
か
に 

華
道
部
卒
業
作
品
展 

 

新春ムード運ぶ調べで聴衆魅了邦楽部演奏会 思
春
期
の
犯
罪
め 

ぐ
り
教
師
が
火
花 

演
劇
集
団
Ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ 

発
行
・
広
報
室 

 

来
春
の
勝
ち
組
を 

目
指
し
模
擬
面
接 

短
大
就
職
委
員
会 

接
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
年

生
約
百
三
十
人
が
参
加
し
、

春
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
就

職
活
動
の
準
備
と
し
て
、
カ

ギ
と
な
る
面
接
の
コ
ツ
や
心

構
え
を
学
び
ま
し
た
。 

 

グ
ル
ー
プ
面
接
の
形
式
で

行
わ
れ
、
学
内
外
か
ら
招
い

た
人
事
担
当
者
が
、
ア
ピ
ー

ル
す
る
話
し
方
な
ど
を
個
別

助
言
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
短
期
大
学
就
職

委
員
会
と
就
職
指
導
部
は
一

月
二
十
五
日
、
就
職
模
擬
面 

イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ロ

シ
ア
の
留
学
生
と
英
語
で
会

話
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
＝
写
真
＝
。
留
学
生
は

地
図
や
写
真
で
母
国
に
つ
い

て
説
明
し
、
旅
行
や
趣
味
を

話
題
に
懇
談
し
ま
し
た
。 


